
2025年（令和7年）1月1日号 たま広報10 おうちの防災対策を見直しませんか？

広報紙に関するご意見やご要望などがありましたら、次のフォームからお寄せください。
ID1012584i秘書広報課☎（338）6812たま広報へのご意見をお寄せください

　30年前の阪神・淡路大震災を契機とし、災害時におけるボランティア活動や地
域の自主的な防災活動についての認識を深めるとともに、災害に対する備えの強
化を図ることを目的としています。
　多摩消防署は、応急救護や物資搬送などの後方支援活動にご協力いただける方
を募集しています。詳細は、お問い合わせください。
i多摩消防署予防課防災安全係☎(375)0119

１月15日㈬～21日㈫は
「防災とボランティア週間」です

d１月12日㈰午前10時30分～午後０時25分bn①表彰式典
＝永山公民館ベルブホール②消防団パレード・一斉放水＝
永山北公園備考午前７時30分ごろに市内全域、午後０時
10分ごろから永山北公園でサイレンが鳴ります。火災など
と間違えないようご注意ください。雨天時は①のみ実施し
②は中止 ID1013712i防災安全課☎(338)6802

令和７年多摩市消防団出初式を
行います　in永山北公園

非常用持出袋をつくりましょう！
　地震の影響で家が住めなくなった時は、すぐに避難し
てください！　でも避難先で苦労しないために最小限の
物資を詰めた”非常用持出袋”をつくっておきましょう！

地震が起きたときに危険な場所をなくしましょう！

　家が無事だったら家にいましょう！
　その時に必要なのが”備蓄”です。備蓄リストを参考に、必要な
ものが用意できているか確認しましょう！　特に食糧や飲料水は
期限が切れていないか定期的にチェックしてください！
・最低限の備蓄リスト

　以下の情報を確認しましょう！
・家族間の連絡手段
・集合場所
・避難経路
・災害情報の収集手段

能登半島地震から１年の節目に、おうちの防災対策を見直しませんか？おうちの防災対策を見直しませんか？

災害対策の日常点検をしよう 携帯トイレ・防災ハンドブックを
全戸配布します

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震から、ちょうど１年となります。改めて、被害に遭われた皆さんにお見舞い申し上げ
ると共に、お亡くなりになられた方々に心からご冥福をお祈り申し上げます。
　１年となる節目に、日常の地震対策を改めて見直してみましょう。

チェックポイント１：家の安全確認

チェックポイント２：備蓄の確認

チェックポイント３：家族で話し合い

部屋 × 玄関×

食糧 1人1日3食を最低3日分（推奨７日分）
飲料水 1人1日3リットルを最低3日分（推奨７日分）

携帯トイレ 1人1日5回を最低3日分（推奨７日分）
照明 懐中電灯・大型ライト
調理用 カセットコンロ・ガスボンベ

情報収集など スマートフォン・モバイルバッテリー・ラジオなど
季節もの カイロなど
車の燃料 半分以下で給油

非常用持出袋の作り方▲

　地震対策をまとめたハンドブックと能登半島地震で注目された
携帯トイレをセットにして全戸配布します！
配布物
・携帯トイレ(お試し用)×３個
・多摩市防災ハンドブック×１部
配布期間
１月７日㈫～２月28日㈮

多摩市市民防災講演会のお知らせ

１部　�地震の活動期に地域の防
災力を高める

　阪神・淡路大震災を中心とし
た過去の災害の教訓を整理しな
がら、心配される首都直下地震
への備えを考えましょう。

２部　�豪雨の時代、災害情報を
防災に活かす

　温暖化で豪雨被害が増える中、
事前に災害情報の活用方法を学
び、「知識」を備えておきましょ
う。

もう待てない！
大災害への備え、あなたは大丈夫？

・棚の上に物を置いてないか
➡地震が起きたとき飛んできて
　けがをする恐れがあります。
・家具の固定
➡地震で倒れてくる恐れが
　あります。

・逃げ道をふさぐものは置いていないか
・非常用持出袋は準備されているか

d1月25日㈯午前10時～午後0時20分
b永山公民館ベルブホール(オンライ
ン配信あり)t大災害に備えて準備を
始めたい方、防災について何から始め
ていいか分からない方、防災知識をさ
らに深めたい方c会場＝150人、オン
ライン＝100人(いずれも市内在住・在
勤・在学者優先の申し込み先着順)講
師山﨑登氏(国士舘大学名誉教授)ID
1013822mi公式ホームページのイン
ターネット手続きまたは電
話で、防災安全課☎(338) 
6802へ

i防災安全課☎(338)6802
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地域協創による多世代共生型コミュニティの形成を目指して

ID 1004704i協創推進室☎（３３８）6８0３・v（３３7）7660
地域協

き ょ う そ う

創のすすめ
　市は、多世代がゆるやかにつながり、互いに助け合い、支えあう地域社会づくりを目指し
て、「地域協創のしくみ・しかけ」を導入して協創の実現に向けた取り組みを進めています。
　このシリーズでは、地域でのさまざまなつながりをきっかけに困り事が解決したり、市民
が興味のあることに挑戦する機会となったりする事例を織り交ぜながら、安心して、楽しく
暮らせる地域社会の実現に向けた取り組みをご紹介します。

シリーズ
第11回

・消防庁救急相談センター（24時間）	 ☎＃7119、☎042（521）2323
　�病院に行くか救急車を呼ぶか迷っている方はご連絡ください。相談医療
チーム（医師、看護師、救急隊経験者など）が年中無休で対応しています。
・	子供の健康相談室　小児救急相談（東京都）	☎＃8000、☎03（5285）8898
　d月～金曜日の午後６時～翌朝８時（土・日曜日、祝日、年末年始の
　午前８時～翌朝８時）
・東京都医療機関案内サービス“ひまわり”（24時間）	 ☎03（5272）0303
・（厚生労働省・東京都）医療情報ネット
　医療機関・薬局を検索することができます。
・多摩消防署　救急病院案内（24時間）	 ☎042（375）0119
●休日診療当番医（医科）※当番医は、都合により変更の場合あり

　急病人のみ。来院前に必ず要電話予約。必ず時間内のご連絡・ご来院を。
　d午前９時～午後５時持ち物健康保険証、乳幼児医療証など
●こども準夜診療所（健康センター内）=小児科
　来院前に必ず電話でご連絡ください。
　受付時間午後7時～9時45分t原則、15歳以下i☎（375）0909
●休日歯科応急診療所（健康センター内）=歯科
　来院前に必ず電話でご予約ください。
　�　受付時間　日曜日・祝日の午前9時～午後３時、12月29日㈰～１月３日
㈮の午前９時～午後３時30分i☎（376）8009

医療情報ネッ
トへのアクセ
スはこちら▶︎

診療日 医療機関名 所在地 電話番号

1/1㈷

多摩市こども準夜
診療所★

関戸４－19－５　市立健康センター
内 （37５）0909

田村クリニック 落合1－32－1 多摩センターペペ
リビル５階 （3５6）0677

1/2㈭

多摩市こども準夜
診療所★

関戸４－19－５ 市立健康センター
内 （37５）0909

田村クリニック 落合1－32－1 多摩センターペペ
リビル５階 （3５6）0677

1/3㈮

せいせきゆずクリニック 関戸1－20－2 サクテラスモール3階（４01）8100
多摩せいせき消化器
内視鏡クリニック 関戸1－1－５ ザ・スクエア2階 （４00）6５80

田村クリニック 落合1－32－1 多摩センターペペ
リビル５階 （3５6）0677

1/５㈰ 新垣内科外科クリニ
ック

鶴牧1－2４－1　新都市センタービ
ル3階 （373）0５1４

1/12㈰ みゆきクリニック 連光寺1－8－3 （372）４8５3

1/13㈷ たかはし内科・脳神
経内科クリニック 関戸2－66－1 （４00）1５08

1/19㈰ せいせきサトウク
リニック

関戸1－7－５ 京王聖蹟桜ヶ丘SC　
C館1階 （337）271５

★こども準夜診療所は日中診療あり

受診相談（救急相談、医療機関案内） ID1002731

かかりつけ歯科医を紹介します

tかかりつけ歯科医のいない方、訪
問（自宅）での歯科医療を希望する方
など備考紹介先での医療機関では保

険診療 ID 1002830i健康推進課☎（3�
76）9149・v（371）1235

大気汚染医療費助成制度～医療
券（気管支ぜん息）の更新を忘れず
に～
　都内に１年（３歳未満は６カ月）以
上在住の、18歳未満で、気管支ぜん

息などに罹
り か ん

患しているなど、要件を
満たす方に、認定疾病に係る医療費
（保険適用後の自己負担分）を助成し
ています。有効期間満了後も引き続
き助成を受けるためには、期間満了
の１カ月前を目安に市区町村の窓口
で更新手続きをしてください。なお、
もも色の医療券の方は、有効期間満

了までに更新手続きを行わない場合、
資格喪失となり再度認定を受けられ
なくなります。
ID 1003110m直接、市役所2階福祉
総務課☎（400）0868・v（338）6881へ
i東京都保健医療局環境保健衛生課
☎03（5320）4491

協創サポーター制度とは？

　地域で活動する人や団体を応援する
ために若手職員が研修として、地域の
イベントや事業に参加・支援します。
1�地域での取り組みや各部署の業務内
容を知る
2�地域で活動する方々や他部署の職員との
つながりを強める
3�コミュニケーション能力・ファシリテー
ション能力などのスキルアップを図る

協創推進フォーラムで「協創」について知り、まちづくりをも
っと身近に感じよう！
d２月１日㈯午後２時～４時b中央図書館活動室１c40人
（会場先着順）n多摩市自治基本条例施行20年のあゆみとこれ
からについて考える対談、「協創」についての説明、取り組み
紹介m当日直接会場へ

11月に立ち上げた第九期自治推進委員会でも議論を進めていきます！
　地方自治法改正で規定された「指定地域共同活動団体制度」の導入の要否や、地
域の多様な主体との連携・協力体制の構築のあり方について議論していきます。
第２回多摩市自治推進委員会（傍聴）
d１月24日㈮午後７時～９時b永山公民館視聴覚室c10人（会場先着順）m当日直
接会場へ

あなたの「やりたい」をサポートします！
　10月から、コミュニティーセンターでの行事などに参
加しています。活動ごとの報告や振り返り会を通じて、
意見交換を行い、より良い実施方法を検討・整理してい
きます。
　このような動きを増やしていくことで、「協創」の推進
に取り組んでいます。
・	分野横断的な情報の収集・提供、関係課と地域との橋
渡し、庁内調整
・	さまざまな視点から地域を捉え、庁内や多摩市を多角
的に見ながら、地域のさまざまな人と一緒にまちの将
来を考える
・	地域や各業務における課題解決や魅力創造につなげて
いく

さまざまな機会で、あなたが思い描くまちの姿を市の職員に教えてください！

具体的には

　市の職員が「協創サポーター」として、一緒に多世
代・多分野のつながりを生み出していきます！


